










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 右の時節 唐より封王これあり候ふにつ て 礼法惣体の儀は まずもってあい立ち候へども 国中万事の儀については、前代とさてあいかわらず あまつさえ、兵乱ほうぼうよりさしおこり、国中の騒動、言語道断の仕り合い候ふ。その後、よ う兵乱の儀はあいしずまり候へども、右どおりのしだいについて、御政法ならびに風俗まで、だんだんよろしからざる儀、これありたること候ふ。
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文書館蔵本が麦水の自筆本 して認 られる 国会本、国立公文書館本は元ツレである。
︵
20︶ 　﹃琉
球
属
和
録
﹄
の
成
立
年
で
あ
る
明
和
三
年︵一
七
六
六
︶
は
明
和
期
に
おける琉球ブームとも重なるが、流行の影響
をどこまで受けたかは
定
か
で
な
い。
成
立
に
つ
い
て、
前
田
家
と
の
つ
な
が
り
で
考
え
る
べ
き
か、
さらに琉球使節が通る沿線から遠い加賀にも琉球ブームが波及していたかも考察にいれる必要があろうか。
︵
21︶ 　
引
用
は、
岩
波
文
庫
に
よ
る。
ま
た、
〈薩
琉
軍
記
〉
な
ど
の
異
国
合
戦
言
説が享保期ころから芽生えていき、幕末に再度それらの言説が語り出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は、
拙
稿「
〈薩
琉
軍
記
〉
の
歴
史
叙
述
︱
異
国言説の学問的伝承︱」
︵「文学」
16︱
2、二〇一五年三月︶を参照。
︵
22︶ 　
引用は、韓国国立故宮博物館蔵文書による。
︵
23︶ 　
尚敬︵一七〇〇～一七五一︶は、第二尚氏王統第十三代国王、蔡
温を三司官︵琉球王府の実質的な行政の最高責任者︶に据え、前代の修史事業を引き継ぎ、琉球の史書﹃中山世譜﹄の改修や、遺老伝の
集
成
で
あ
る﹃琉
球
国
由
来
記
﹄
の
編
纂
を
行
い、
﹃御
教
条
﹄
を
発
布
し
て農村への儒教倫理を広めるなど、多くの改革、文化振興を推し進め、近
世の名君と称された人物。
︵
24︶ 　
韓国国立故宮博物館にはほかに五点の書翰がある。月光院︵家宣
の
側
室、
家
継
の
母
︶
と
天
英
院︵家
宣
の
正
妻
︶
に
宛
て
た
も
の
も
あ
り、
当時 大奥における両者 権力争いの様相︵江島生島事件︶をうかがう上でも貴重な史料である。
︵
25︶ 　
梅木哲人﹃近世琉球 の構造﹄
︵第一書房、二〇一一年︶
。
︵
26︶ 　
紙屋敦之﹃幕藩政国家の琉球支配
︵校倉書房、一九九〇年︶
。
︵
27︶ 　
引用は、
高良倉吉﹃御教条の世界︱古典で考える沖縄歴史︱﹄
︵ひ
るぎ社、一九八二年︶による。
︵
28︶ 　
注︵
26︶紙屋論文。
︵
29︶ 　
引用は、琉球史料叢書による。引用箇所は蔡鐸本にはない。
－28－
︻付記︼本稿は、立教大学日本学研究所主催第
52回研究例会「
〈異域〉を
め
ぐ
る
文
学
︱
異
域
か
ら
日
本
を
考
え
る
︱」
︵於
立
教
大
学
︶
に
お
け
る
口
頭
発
表に基づくものである。発表後、多くの方々からご教示、ご意見をいただきました。記して感謝申し上げます。　
本
稿
は、
科
学
研
究
費
補
助
金︵特
別
研
究
員
奨
励
費
︶「異
国
合
戦
の
歴
史
叙
述
︱〈薩
琉
軍
記
〉
に
み
る
琉
球
侵
攻
︱」
︵課
題
番
号
25 ・
9592 ︶
の
成
果
の
一
部である。
︵めぐろまさし
　
日本学術振興会特別研究員︶
